若者の地域に対する考え方への理解について ―「都会度」の感覚を表す要素の特定に基づく試み by 伊豆田 義人 et al.
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図 9 政令指定都市・施行時特例市・市（20万人以上）のデンドログラムとグループ 
 
 
図 10 政令指定都市・施行時特例市・市（20万人以上）・グループＧ1の回答 
 
「政令指定都市・施行時特例市・市（20万人以上）」・Ｇ2では多数の「とてもある」の回
答を確認でき、質問事項の半分で 50.0％の割合を越えている（図 11）。実際に、「Ｑ9 交通量
が多く、または交通網が発達している」（92.3％）、「Ｑ4 立ち並ぶ高層ビル」と「Ｑ5 駅前が
栄えている」（84.6％）、「Ｑ8 時間帯によらず、中心部やビジネス街、ショッピング街は人で
溢れている」（76.9％）、「Ｑ6 ドームの有無（ライブやショー、各種イベントが頻繁にある）」・
「Ｑ7 夜が明るく、夜遅くまで店が営業している」・「Ｑ14 街の規模」（69.2％）の高い順に
なっている。また、「全くない」～「何とも言えない」は「Ｑ13 緑や自然が少なく、田園風
景が見られない」（38.5％）に代表されている。 
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3.4 市（10～20万人）のクラスター分析と集計 
「市（10～20 万人）」のデンドログラムとグループ化は図 13 に示されているとおりである。
人数が最も多いグループＧ1の集計は図 14にあり、その特徴は全回答者が「Ｑ4 立ち並ぶ高
層ビル」に対し「とてもある」と回答したことにある。それに加え、「Ｑ9 交通量が多く、ま
たは交通網が発達している」の回答が「多少ある」と「ある」からなりその割合は３対７の
割合でことも注意すべき点である。 
 次に、デンドログラムから得られた「市（10～20万人）」・Ｇ2には 2個のデータしか含
まれていないので、統計処理の結果から有効な情報を抽出するのは困難ではるが、参考のた
めに図 15に示す。 
 
 
 
図 13 市（10～20万人）のデンドログラムとグループ 
 
 
図 14 市（10～20万人）・グループＧ1の回答 
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3.5 市（5～10万人）のクラスター分析と集計 
「市（5～10 万人）」のデンドログラムは図 17 のようになる。この区分は主に二つのグル
ープからなるとみなすことができる。 
 「市（5～10万人）」・Ｇ1の集計は図 18に示す。これから明らかなように「Ｑ6 ドームの
有無（ライブやショー、各種イベントが頻繁にある）」と「Ｑ9 交通量が多く、または交通網
が発達している」の集計は同じである。また、「ある」と「とてもある」の割合で見ると「Ｑ
4 立ち並ぶ高層ビル」と「Ｑ8 時間帯によらず、中心部やビジネス街、ショッピング街は人
で溢れている」である。他方で、「あまりない」の割合が高かったのは「Ｑ10 昼夜を問わず、
騒音、生活音がある」（42.9％）である。 
 
 
 
図 17 市（5～10万人）のデンドログラムとグループ 
 
 
図 18 市（5～10万人）・グループＧ1の回答 
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次に、「市（5～10万人）」・Ｇ2の集計結果は図 19のようになる。「とてもある」と「ある」
の割合で見ると「Ｑ4 立ち並ぶ高層ビル」と「Ｑ9 交通量が多く、または交通網が発達して
いる」が最も高く、それに次いで「Ｑ6 ドームの有無（ライブやショー、各種イベントが頻
繁にある）」と「Ｑ14 街の規模」を確認できる。 
 
 
図 19 市（5～10万人）・グループＧ2の回答 
 
3.6 市（5万人以下）・町（2万人以上）のクラスター分析と集計 
 さて、図 20のデンドログラムからわかるように「市（5万人以下）・町（2万人以上）」は
五つのグループに分けることができる。グループＧ1（図 21）ではほとんどの質問事項にお
いて「とてもある」の回答を確認でき、その中でも「Ｑ9 交通量が多く、または交通網が発
達している」、「Ｑ4 立ち並ぶ高層ビル」と「Ｑ14 街の規模」の順に割合は高くなる。これら
に続いて、「Ｑ5 駅前が栄えている」、「Ｑ7 夜が明るく、夜遅くまで店が営業している」の割
合も高いので、このグループの回答者は多くの要素に都会度を感じると考えられる。 
 
 
図 20 市（5万人以下）・町（2万人以上）のデンドログラムとグループ 
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 図 25 市（5万人以下）・町（2万人以上）・グループＧ5の回答 
 
なお、「市（5万人以下）・町（2万人以上）」・Ｇ5（図 25）においては「Ｑ4 立ち並ぶ高層
ビル」と「Ｑ5 駅前が栄えている」に対する「とてもある」の割合がほかの質問事項より高
くあらわれている。また「多少ある」と「ある」のみの評価を得ている質問事項は「Ｑ1 地
下鉄が有無」と「Ｑ8 時間帯によらず、中心部やビジネス街、ショッピング街は人で溢れて
いる」である。 
 
3.7 町村（～2万人）のクラスター分析と集計 
最後に、「町村（～2万人）」のデンドログラムとグループ分けは図 26に提示されていると
おりである。大きく二つのグループにまとめることができる。 
 
 
 
図 26 町村（～2万人）のデンドログラムとグループ 
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